
台風による早期落葉がキウイフルーツ樹に及ぼす影響と翌年の着花砿保対策

[要約］台風により９月下旬に早期落葉したキウイフルーツ樹は、落葉程度が強い

ほど、また収穫期が遅いほど次年度の董塑数が少なくなる。早期落葉樹は翌年の着花

誌保のため、通常より１０日程度早く収穫し、充実した結果母枝を強めに切り返す。
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［背景・ねらい］

生育期間が長いキウイフルーツは、収穫までに台風に遭遇する機会が多い。平成３年９

月２７日に福岡県を縦断した大型台風１９号のキウイフルーツへの被害は甚大で、落葉及

び落果が激しく、再発芽を誘発した。このような台風１９号被害樹の落葉程度及び収穫時

期と果実品質、翌年の着花数の関係を調査し、台風等による収穫前の早期落葉がキウイフ

ルーツの樹体に及ぼす影響を明らかにし、早期落葉樹の着花確保対策技術を薙立する。

［成果の内容・特徴］

①台風により９月下旬に早期落葉したヘイワードの翌年の着花数は、落葉程度が強いほど

少なく、１００％落葉樹は全く着花しない。しかし、落葉程度と翌年の発芽率の間には明

かな関係はみられない（表１）。

②９月下旬に早期落葉したヘイワードの果実品質は、収穫時の果実には収穫時期の違いに

よる差は認められないが、追熟果では収穫時期が遅いほど糖度が高くなる（データ略）。
また、翌年の着花数は収穫時期が遅くなると少なくなる（表２）。

③９月下旬に早期落葉した樹は、せん定時に結果母枝を切り返すと発芽率が高く、着花数

が多くなる。また、着花数は結果母枝基部から発生した新梢ほど多い（表３、図１）。

④９月下旬の落葉は翌年の着花数への影響が大きいため、５０％以上落葉した樹は着花砿
保のため通常より１０日程度早めに収穫する。

［成果の活用面・留意点］

①９月下旬に早期落葉したキウイフルーツ（ヘイワード）樹については当調査結果が適用
できるが、９月下旬以前の早期落葉では再発芽が多くなるため適用できない。

②早期落葉樹のせん定は着花蕊保のため着花数が多い基部の新梢の発生を促すよう、充実
した結果母枝を強めに切り返す。
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[具体的データ］

表１台風による前年の早期落葉の程度と発芽及び着花（平成４年）

1結果母枝当たり発芽率
前年の落葉程度

注）①台風により100％落葉した八女郡立花町の10年生へイワードを供試。
②落葉：平成3年９月、収穫：平成3年10月、調査：平成4年４月

結果母枝先端の切り返しの有無と結果母枝の形状及び着花状況（平成４年）
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注）①試験場内へイワードの落葉被害樹を各区１樹供試。
②平成3年９月２７日の台風19号で落葉、鯛査は平成4年４月

表２台風による早期落葉樹の収穫時期と次年度の着花状況（平成４年）

１結果母枝当たり１樹当たり
収穫時期

着花数

図１結果母枝上の新梢位置と新梢当たり着花数
[その他］
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注）①台風により100％落葉した八女郡立花町の10年生へイワードを供試。
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